
 

京都大学学生総合支援機構規程 
令和４年３月２４日 

達示第１８号制定 
（趣旨） 

第１条 この規程は、国立大学法人京都大学の組織に関する規程（平成１６年達示第１号）第４

７条第２項の規定に基づき、京都大学学生総合支援機構（以下「機構」という。）に関し必要な

事項を定める。 
（業務） 

第２条 機構は、学生支援に関する業務を推進する全学組織として、次の各号に掲げる業務を行

う。 
(1) 学生等からの各種相談の受付及び所掌部署への連絡業務 
(2) 学生等の修学上、適応上及び進路上の個人相談の対応及び心理検査 

(3) 障害のある学生等の修学上等の支援 

(4) 学生等の修学上の問題に係る教員からの相談の対応 

(5) 環境安全保健機構の協力要請に基づく業務 

(6) その他学生支援等に関し必要な業務 
（機構長） 

第３条 機構に、機構長を置く。 
２ 機構長は、本学の理事又は教職員のうちから、総長が指名する。 
３ 機構長の任期は、２年の範囲内で総長が定める。ただし、指名する総長の任期の終期を超え

ることはできない。 
４ 機構長は、再任されることがある。 
５ 機構長は、機構の業務を掌理する。 
（副機構長） 

第４条 機構に、副機構長３名以内を置くことができる。 
２ 副機構長は、本学の教職員のうちから機構長が指名し、総長が委嘱する。 
３ 副機構長の任期は、機構長の任期の範囲内で、当該機構長が定める。 
４ 副機構長は、再任されることがある。 
５ 副機構長は、機構長を補佐し、機構長に事故があるときは、あらかじめ機構長が指名する副

機構長がその職務を代行する。 
（管理運営委員会） 

第５条 機構に、その重要事項を審議するため、管理運営委員会（以下「委員会」という。）を置

く。 
第６条 委員会は、次の各号に掲げる委員で組織する。 

(1) 機構長 

(2) 副機構長 

(3) 部局長 若干名 

(4) 機構の教員のうちから機構長が指名するもの 

(5) 教育推進・学生支援部長 

(6) その他機構長が必要と認める者 若干名 
２ 前項第３号及び第６号の委員は、機構長が委嘱する。 
３ 第１項第３号及び第６号の委員の任期は、２年とし、再任を妨げない。ただし、補欠の委員



 

の任期は、前任者の残任期間とする。 
第７条 機構長は、委員会を招集し、議長となる。 
第８条 委員会は、委員（海外渡航中の者を除く。）の半数以上が出席しなければ、開くことが

できない。 
２ 委員会の議事は、出席委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長が決する。 
３ 前２項の規定にかかわらず、委員会の指定する重要事項については、委員の３分の２以上が

出席する委員会において、出席委員の３分の２以上の多数で決する。 
第９条 前４条に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員会が定める。 
 （部門） 
第１０条 機構に、次に掲げる部門を置く。 
学生相談部門 

障害学生支援部門 

２ 部門に部門長を置き、本学の教職員のうちから機構長が指名する。 

３ 部門長の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、指名する機構長の任期の終期を超える

ことはできない。 

（事務組織） 
第１１条 機構の事務組織については、京都大学事務組織規程（平成１６年達示第６０号）の定

めるところによる。 
 （雑則） 
第１２条 この規程に定めるもののほか、機構の組織及び運営に関し必要な事項は、機構長が定

める。 
附 則 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 
２ 京都大学学生総合支援センター規程（平成２５年達示第５２号）は、廃止する。 
 


